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惑星間塵の研究

-

宇Hi塵の研究は，つい十年程前までは，実物を

取扱うことのない研究分野であったと云える。宇

宙塵(以後「ダスト」と略称する)は，観測では，

貫道光，対日照，それにアポロの持ち帰った月の

石の表面にタストが衝突して作ったと思われるマ

イクロクレータ カ、みつかる，といった情況証拠

で認識されてきた。ここで，実物を扱う分野には，

W成明~fit"二主も l削長良IJ定、加瓜層|乱長暗記ι 1.." て

得られた試料の分析，それに(ハ)主として深海底堆

桔物から採れる，一回溶融したことをぶす球形の

試料(スフェルールと云つ)がある。(ロ)はサイズ

が数~数十μm。集塵を主宰した研究者の名をとっ

て， ブラウンリ一粒了一とも呼ふ・。(ノすはサイズ数卜

~数了Iμm で，鉄質，イ1 賀、それに透明なカラス質

のものカ、ある。(イト(什のいずれの分野も， この十

年間に飛躍的に側究が発展し，情報の集約が進ん

だうHi' である。

我々は，多くの共同研究者とー桁に，第三のテ

-""7からタストの研究に入った。この一|ー年間に，

東京大学宇宙線研究所山越和雄

いろいろな測定技術の感度が JI~~M t~(J に改良された

ことによって， スフェルールの化'下分十11 ，同{立体

分析，それに放射能iHI] 1-とが l可能になり ， k!f[微鋭で

素顔を見ただけでは人工の時中立と区日Ijがつかない

ものを，確実に宇宙起i!Jj~ だといj定し，併せて太陽

系の起源や，宇宙線による附射についての定量的

な i義論ヵ、できるまでの情報カ、科られるようになっ

たもミム -1, It，、 t研i交が号訂正t るよと立、可能 lよな q た

背;去には，月試料や陥イ '-i (1)分野で聞いられたん法

論と技術、それに 1969年メキシコに落下したアウ

エンテ炭素質慣れ.の分析から爆発的に展開した‘

太陽系の前版物質や，太陽系外からの流入物質の

研究(それらはいずれも微量試料ーを扱う)が，我

々に大きな刺激を与えてきたことは舌めない。

スフェルール試料は， いわは1故ノトド員七か‘大気|剖

に突入し，空気との摩擦から発光する，いわゆる

流!i1の燃えがらと与えられるが，この加熱・発光・

治則という熱変成 j品れによって， 多くのよ中:発性の

↑!?限が抜けてしまゥていると巧ーえることができる。
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そのため，鉄，ニッケル，マグネシウム，ケイ素

といった主要元素から成立っている鉱物種より融

点が高く，抜けにくい元素は，濃縮したり，局在

化したりしている。

スフェルールの分析は，こういった理由から，

高融点金属，親鉄元素，親石元素群といった成分

を不可避的に取扱わざるを得なくなる。しかしそ

れらと併行して，実験室で流早ーの発光現象を再現

してデータを採ったり， ~員石とダストの衝突から

生ずる反跳物の化学組成や誘導核楠の強度変化を

シミュレートする実験も行われており，これらは，

ピンボケ写真から鮮明な画像を作り出す作業に似

ているといえるかもしれない。

成層圏で\航空機や気球を用いて集塵し，その

分析を行う研究が，ここ十年来NASAのエイムズ

や，ジョンソンセンターを中心に行なわれてきた。

辛抱つ‘よく作業を進めてきたのが， D.E.ブラウン

リーである。ここで登場するダス r ti ，前述の球

形試料とは似ても似つかない不定形粒や砂際状の

もので，原始太陽系星芸:の中からヌッと現れた姿

もかくや， と思われる形をしている。

昨年から， NASAは，宇宙塵カタログを世界中

に配布しており，それには，一例ずつダストの顔

写真と， X線マイクロ分析による元素組成，それ

にサイズ・色調・透明さなどの記述があり，総合

判定としての起源が示されている。起源には四つ

の大分類があり，宇宙起源を示す rCj と，地上

からの天然の混入物(主に火山灰)を示す fT C

深海底堆積物から採取されたスフェルール，

割れて内部構造ガみえる(サイス、250μm)。

マックスブランク研究所(ハイデルベルク)

に展示してあるダスト横出器。

上段から， HEOS型， HE LlOS型とGIOT

TO型である。

Nj，ロケットの破片などの人工物を示す fT CAj

それにロケットの固体燃料の燃えがらを示すアル

ミ粒の fA 0Sj から成る。採取時期によって各

々の分量の比率が異るが，最近までの 325 例の中

では， C が全体の38% ， AOSが24% ， TCAが15%，

TCNが3%，残りは起源不明である。 82年に噴火

したエルチチョン火山の火山灰が高〈舞い上がり，

最近はNASAでは成層圏集塵を中断していると聞

いている。ダストカタログを色々と料理して気の

つくことは， rCj と分類された試料の%強が，黒

を基調とした濃い色調を持っていることである。

ポインテイング・ロパートソン効果という，ダス

トの太陽系空間での運動を律している素過程での，

太陽光の吸収の度合いを決める重要な色調といっ

ファクターを考える上で，これは見落せない統計

である。ブラウンリー粒子は，そのサイズがスフ

エルールの 10一 1_10- 2，体積で， 10- 3 -10- 6にな

ることから，その分析は困難の一語に尽きる。情

報量というものは，大体のところその試料の体積

に比例するものだからである。技術革新による測

定器の感度上昇が更に 3 桁以上改善きれなければ，

ブラウンリー粒子ーから良質の情報をとり出すこと

は一般的に云ってむつかしい。

ダストの宇宙空間に於ける直接探査は ， 1960年

代に，へメンウェイ等によるロケット集塵試料の

分析， ピエゾ圧電素チを検出器として搭載した探

ーf
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査船による地球周囲のダストベルトの発見など，

センセーショナルなスタートをしたが，いずれの

結果も誤りだったことがわかった。その後，単純・

確実な検出器から次第に開発が進み， HEOS 型，

PIONEER型， HE LlOS型を経て，ハレー茸星探

査のGIOTTO型は一つの完成された様式とまでな

った。宇宙空間でのダストのサイズ，質量・荷電・

結晶構造・速度・方向・元素と同位体組成……と

いった属性の殆どが測定できる日も遠い将来では

ないだろう。

我々の研究室も，国内外の研究者と協力して，

大気球による成層圏集塵や1990年代に予定される

固体惑星探査船に搭載するダストの直接検出器の

準備を始めたところである。どちらも諸外国に十

年以上のギャップをつけられているが，我々のス

fートぶりを見て頂きたいと願っている。

(やまこし・かずお)

宇宙航行の力学シンポジウム

お知らせ淑淑淑淑淑淑淑淑漸減淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑漸減淑漸減温D

宇宙科学研究所報告 1 可g

「宇宙科学特集号」の原稿募集

宇宙空間原子分子過程研究会

期 日 昭和59年12月 6 日休:)- 7 日幽

場所 宇宙科学研究所45号館会議室

大気球シンポジウム

期 日 昭和59年12月 13 日(木:)-14 日働

場所 宇宙科学研究所45号館会議室

飛朔体を使った研究，またそのための基

礎研究でこの一年間に大きな成果の上った

論文を集めて特集号といたしたいと考えて

おりますので御投稿下きるようお願いいた

します。

締切り 11 月 30 日(金)

原稿送り先 干153 東京都目黒区駒場4-6-1

宇宙科学研究所

鶴田浩一郎(世話人)あて

電話(03)467-1111( 内 )328

期日

場所

昭和59年 11 月 8 日休:)-10 日(土)

宇宙科学研究所45号館会議室

安スケジュール変更のお知らせ

先月号の本欄でお知らせした「ロケット・衛星

関係のスケジュール(10月・ 11 月 )J に，その後変

更がありましたので，新しいスケジュールをご報

告します。

KP-3地上燃焼試験 %-~九(% Y)

M-3SII-1 総合オペ l%~l%(l 九 Y)

M-3SII-1 組立オペ l厄-% (%Y)

なお， 2 ヵ月後に迫った M-3 SII-1(MS-T5) の

フライトオペレーションは， SA 関係は%に作業

開始，ロケット関係が%に作業開始となります。

打上げ予定日は 1 月 5 日です。

以上問合せ先 宇宙科学研究所・研究協力課

共同利用係 (467) 1111(内 235)

臨時宇宙研談話会

SpaceScience- 一一

場所宇宙科学研究所 45 号館 5 階会議室

日時 11 月 12 日(月) 午後 4 時-5 時

J.R.Jokipii (アリゾナ大学惑星

科学教室教授)

“ Cosmic-Ray Accelerationatthe

SolarWindandGalacticWind

TerminationShocks"

問合せ先大員紀子 (46 7) 1111(内 297)
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一打上げまであと 80 日-

M-3SII-11MS-T5 最後の追込み

女MS-T5/M-3S II-I の噛合せ一相模原一

7 月 20 日から 9 月 17 日にかけて千子われた。ロケ

ット機体への搭載計器の組込・配線，計器部やノ

ズル部の機械環境(振動・衝撃)試験と動作チェ

ック(電気的動作試験)，衛星のロケットへの組付

合せ・電気的干渉試験等が実施された。各試験の

結果は概ね良好であった。計器部は， 10 月 4 日，

KSC へ向け送り出された。衛星は姿勢系の試験

が引続き行われ， 12 月中旬発送が予定きれている。

今回は，相模原での初めての噛合せであり， lff lJ定

器や工具はもとより文房具も総て持参のもので，

駒場のように「研究室から借りてくる」という事

は出来ず，常駐職員がいないことも相侠って困る

事も多く，また，午後 8 時前に作業を終えたのは

25 日聞のうち 11 日間という盛り沢山の作業であっ

たが各位の協力で無事終えることができた。(山脇)

*MS-T5/PLANET-A

駒場オベレーションセン夕、完成間近グ

駒場 55号館の旧クリーンルームに入ると，管制

卓，計算機端末，ビデオプロジェクタやそのスク

リーン(l oo インチ)等が見える。

ここが，宇宙研探査機の管制を行う場所だ。

探査機の環境や観測状況が，このセンターで時

刻々々 と分るのはもちろん，姿勢制御，軌道制御

のコマンドもここから発し，臼田観測所の 64m ゆ

アンテナから探査機にむけて電波が送信される。

このように，駒場センターは臼田と一体となっ

て作業を進めるが，臼田の操作員をできるだけ少

人数にするため，駒場から臼田地上設備を自動制

御できるように工夫されている。

センタは，衛星管制系，局運用系，大型計算機

系(軌道・姿勢系)， P I データ処理系，データ伝

送系の 5 つの体系に分れている。それらのインタ

ーフェイス確認作業に追われている現在である。

(周東晃四郎)

女「おおぞら」の現状

2 月 14 日に打上げ‘られてから半年以上経過し，

現在の遠地点821km，近地点350km，軌道傾斜角，

74.6度である。すべての観測機器と姿勢制御系そ

の他が順調に作動している 一日に 4 周囲程の内

之浦での追跡の他に，スウェーデンのエスレンジ

と南極昭和基地でそれぞれ一日 4 周固めデータ取

得が行われていて，電離層中での電子密度やエネ

ルギ一分布，電磁放射，中間圏や成層圏における

オゾンやエアロゾル密度等の汎世界的なマッピン

グが行われている。三受信点での観測計画やコマ

ンドの作成は駒場で運用されている。最近は共同

観測も盛んで，ワロップス島や北欧のアイスキャ

ットとのプラズマ共同観測，三陸の大気球による

計測と同時に，電力線からの磁波測定が行われた。

また，京都大学が信楽に建設した MU レーダが稼

動を始めたので，レーダからの46.5MHzの電波の

放射ノマターンの測定が開始された。

(中村良治)

_.
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*第 2 次大気球実験終わる 一三陸一

今年度の第 2 次大気球実験は三陸大気球観測所

において 8 月下旬から行われてきたが， 9 月 24 日

早朝に放球された Bj-33気球の観測終了とともに

全実験を終了した。実験期間は前半および後半に

分けられ，前半には 4 機，後半には 1 機の気球が

放球された。観測の内容は，地磁気観測，成層圏

大気の直接採集，宇宙塵の採集，太陽表面微細構

造の観i~IJ，電力線放射の観測などで，前半の 4 機

では全て観測器を回収した。

電力線放射観測器を搭載した前述B j -33気球で

は，特に， ARGOS システムを利用した超長距離

フライトの実験が行われた。気球はオートレベル

システムによって自動的に高度を一定に保って飛

しょうし，放球後50時間，タイマの作動によりフ

ライトが終了した時刻に，気球は三陸東方 1800km

の地点にまで到達した。この間気象衛星NOAAを

利用する ARGOS システムによる気球の位置決定

ならびにテータ中継はきわめて良好に行われた。

(広沢)

*MT-135A-l と MT-l10-2の打上げ一内之浦一

きる 9 月 6 日，南極の昭和基地で使用する予定

の気象観測用小型ロケット M T-135A-l号機の飛

朔試験が行われた。ロケットは正常に飛び\発射

後 III 秒に最高高度58kmに達した後， 297秒に南

東海上に落下した。これにはノ fラシュートが搭載

されており，発射後 112 秒に開傘して緩降下を開

始，その後32分間にわたって有意義なデータを得

ることができた。なお M T-135A型ロケット 11機

が，来る 11 月 14 日に， S-310型ロケット( 2 機)

と共に東京港から「しらせ」に乗って船出する。

南極の空に美しい炎をもたらしてくれるであろう。

なお，気象観測l用小型ロケットの改良を目的と

した M T-ll0-2号機も同日に打ち上げられ， 1 号

機の結果(昨年 2 月)を踏まえて実施された空力

抵抗軽減対策の効果が確認された。(的川)

表紙カット一一

相模原キャンパスの一披公開で大好評を博した

「ハレー茸星の位置推算プログラム」のディスプ

レイをトレースしたものです。同心円の中央に太

陽があり，そのまわりに，水星・金星・地球・火

星・木星・土星・天王星・海王星・冥王星の軌道

が描かれています。細長いハレー茸星の軌道上の

黒丸は，本ニュース発行日現在 (1984年 10 月 15 日)

のハレーの位置です。この図にある通り，ノ\レー

茸星は上記の惑星たちとは逆向きに公転しており，

現在は木星の軌道の少し向つ側にあります。なお

このパソコンのプログラムは松尾研究室にありま

すので，どうぞ御利用下さい。
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特別寄稿

宇宙基地と宇宙科学

宇宙科学研究所小田 稔

ボストンの南 100 km，海洋研究所で有名な美し

い町ウッズホールに，アメリカ科学アカデミーの

夏の研究センターがあります。小さなヨットハー

ノ〈ーに面した，典型的なニューイングランド風の

古い木造の家です。 8 月末の 10 日間，ここで r19

95年から 2015年の宇宙科学」という会議が聞かれ

ました。 10年から 30年先というと，ずいぶん遠い

ことのようですが，実は差し迫った問題があるの

です。アメリカで大統領と NASAが真剣に検討し

ている宇宙基地計画です。地球を回る軌道上に科

学者や技術者を恒久的に滞在させる基地をつくろ

うというのです。

アメリカの科学者を代表する科学アカデミーは，

もともとこの宇宙基地計画には反対でした。それ

は，そのために大変なお金をつかうことでアメリ

カの科学の発達にひずみを与えてしまう，それよ

りは，活発に目的に応じて人工衛星を飛ばしたり，

惑星の探査をする方が，科学と人類の進歩のため

になるという考えからでした。科学者達はNASA

がスペースシャトル計画を強行したためにアメリ

カの宇宙科学の長期計画に 10年近い空白をつくっ

てしまったと思っているのです。

これに対して，大統領やNASAの上層部は，人

類はいずれは宇宙に出ていかなければならぬとい

う決心を固めています。もともとスペースシャト

ルはそれだけで役に立つというよりは宇宙基地へ

の輸送手段として開発されたものだというのです。

もちろん，国の威信とか，ソ連との競争とか，産

業を刺激するとかいったこともあるでしょうが，

アメリカ人には，そういう子供のような夢を見る

ところもあるようです。ケネディーのアポロ月計

画もそういうことだったわけです。

大統領のこうした強い決心と働きかけを受けて，

科学アカデミーは，宇宙基地が将来の宇宙科学に

とって最善の道とは思わないが，そういうことな

ら今後30年先の将来を見通して宇宙基地がどのよ

うなものであったら良いかを考えてみようと，柔

軟に考え方を変えたのです。少数の外国人一一私

もその一人ですーーを含めて80人ほどの顔ぶれで，

2 年かけて計画を練ってみようということになり

ました。今回の会議はその第一回です。

天文，惑星や月の探査，太陽と太陽系プラズマ，

地球科学，物理と化学，生物学と医学という 6 つ

のグループを作って，グループごとに議論したり，

2-3 日に一度全体会議を聞いたり，毎日朝から

晩までずいぶんつめて働いたものです。

初めの週に， 10年後に科学はどんなことになっ

ているだろうかという予想をたてて，後半には，

その後の20年の議論をしました。 10年先の子想は

まあたてられるとしても， 30年先の予想、がどんな

に難しいか，昔をふりかえってみるとわかります。

30年前には，まだ人工衛星はとんでいないし，レ

ーザーもまだ現れていません。現代の花形のよう

になっているバイオテクノロジーのはじまり， D

A の二重らせんがやっと発見された頃です。天

文でいえば X線天文学とかパルサーとかが出てき

てからまだやっと 20年にしかならないのです。

この会議には， NASAからは，ベッグス長官ほ

か幹部の人々とたくさんの専門家，それにホワイ

トハウスの科学者が入れ替り立ち替り説明者とし

て或いはオフ。ザーパーとして出席していました。

NASAの人々は，科学者が大戦後V-2 号ロケッ

トを科学観測に使うことを提唱して以来，科学の

要求が繰り返し宇宙の開拓の原動力になってきた

ことを強調していました。そして宇宙基地にも，

主導的なノ fワーとして計画にバイタリティーを注

入してほしいと，協力を要請しました。アメリカ

の，科学に対する考え方が，ありありと出ていて
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深い興味を覚えました。

宇宙基地は当初， 6 人あるいはそれ以上が数ヶ

月で交替で滞在する，高度 500 キロメートルほど

の軌道を回るものが中心になります。これが1990

年代初頭に軌道に乗ると，ここを中心基地として，

無人のプラットフォームが いくつか地球を回り

ます。あるものは基地と同じような軌道を，ある

ものは極軌道をとります。

中心基地を発進するロケットが，基地で組み立

てられる様々な観測機器や実験装置をプラットフ

オームに運んで取り付けたり，回収してきて基地

で整備や修理をします。大型の装置を無重力状態

で組み立てたり，軌道に投入したりするのも基地

の役目になるでしょう。プラットフォームや大型

衛星をダイナミックに使うサービス基地となると

いうことが，無重力実験室とか基地自体を使うい

くつかの計画と共に宇宙基地の重要な役割として

強調されているのです。

オートメーションの進歩によって，人間はいら

ないのではないかといっ見方も強いのですが，人

間とオートメーションの組み合わせによって人聞

の能力を格段に拡大するという考え方もあります。

アメリカは，宇宙基地に日本と西欧 (ESA) と

の国際協力を強く期待しています。科学や技術に

対する日本と西欧の寄与が急速にふくれ上ってき

て，もはやアメリカだけでは事はすまないと知っ

ているからでしょう。色々な形での日本やESA の

貢献によって，国際的な宇宙基地が成立して，そ

の貢献度に応じていわば‘タダで基地が使える

という考え方が強いようです。一方で，アメ

リカの世界に対するリーダーシップという言

葉がしは、しば出てきます。これに対して，こ

の会合では私たち外国人だけでなくアメリカ

の科学者も，長い将来のことを考えると，こ

れは政治的なリーダーシップということであ

ってはならない，まとめ役，チェアマンと解

し訳すべきだと主張しています。

ESAはスペースシャトルだけではなく，他

国もそれぞれの手段で基地に荷物や人を輸送

する権利を確保したいと考えています。国際

協力と一口に云いますが，国によって歴史も立場

も利害も違います。純粋に科学だけではすまない

問題も入ってきますから，まだNASA側の考え方

も流動的で，これからもいろいろ難しいことも起

きるでしょっ。

大統領は， 3 年先には「火星に人を」とか，月

面基地とか，派手なったい文句を科学者に期待し

たようですが，今回の会議では，科学とは別な次

元でそういう話が出ることには反対はしないが，

純粋に科学の見地からそういった事が望ましいか

どうかの結論は出さないで，次回に持ち越すこと

になりました。

こんな大きな話が出ている会議の途中で， 「日

本のように」中・小規模の科学衛星を計画的に頻

繁に打ち上げていくやり方の，科学的な見地，ま

た次の世代の研究者を育てるという見地からの強

みが指摘されました。そして超巨大計画だけでな

く，中・小規模計画の重要性がいくつかの実例を

掲げてうたわれたのには，ひそかに胸を張る一方，

本当にそんなにうまくやっているかなと少々こそ

は‘ゆい思いもしました。

日本に対する評価や期待が高まっている一方，

何もかも独力でと思い上ることは危険だろうと思

います。得意なこと，苦手なこと，よく我々自身

を見つめて将来への途を探すことが大切だろうと

強〈感じました。(おだ・みのる)

ifl ‘
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大赤斑は海底火山の噴煙?

東京大学海洋研究所木村竜治

木星の大赤斑は東西 2 万km，南北 l 万km，地球が 2

つも入る巨大な渦巻きである。周囲の小さな渦や雲の

乱れを巻き込みながら，反時計まわりに 6 日で 1 回回

転している。カッシーニ(1664年)が発見する以前か

ら綿々とくり返されてきた渦の回転の成因は何か。

本当のことがわからないので，本当とは思えない多

くの仮説が生れた。日く:慣性で回転している(地球

大気の東西風の場合，維持機構がなくなれば 10 日程で

減衰してしまう。同じスケールの渦巻きが慣性だけで

300年以上回転できるだろうか)。日く:テーラーコラ

ムである(匝転軸方向の渦管ならば，なぜ北半球に反

対側の切口が存在しないのか)。日く:ロスビーソリト

ンである(非粘性解を用いてエネルギーの散逸をどの

ように説明するのか)。

大赤斑の成因はまだ未解決であるが，地球科学に関

係して過去にさまさまな謎が提出され解決されてきた。

真相に至る過程をながめると，次のような統一的経験

則が存在することに気がつく。すなわち，「現象の局所

性・原因の大域性」ということである。謎と思えた現

象は， 自に見えない大きな現象のごく一部であること

が非常に多い。

大方、斑にこの規則を当てはめてみよう。目に見える

部分は，渦巻きと周囲の東西風である。これヵ、「局所

性」とし、うもので，この部分だけながめて成因を見つ

けようという試みはまず成功しない， というのが，こ

の経験則の主張するところである。

右図に大赤斑の東西方向の鉛直断面内の温度分布を

示す。大赤斑による温度のアノマリーがはっきり見え

るのは成層圏の部分だけであることに注意していただ

きたい。この下側の対流圏はほぼ乾燥断熱減率 (zOe/

km) で，活発な対流活動が存在している。対流圏に上

昇気流が存在したとすれば，成層圏では高気圧性の渦

巻きになる(夏のチベット高気圧は，ヒマラヤ付近の

加熱で発生する上昇気流が原動力である)。大赤斑の下

層にも，持続する上昇気流が存在すると考えたい。木

星内部の循環は表面よりはるかに活発で複雑な構造を

もっているだろう。水素の海の内部に水素の火山があ

り，水素の噴煙を吹きあげているイメージはどうだろ

うか。木星のホットスポット，その上端ヵ、大赤斑とい

うわけである。(きむら・りゅうじ)
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メキシコ隙石捜し

学習院大学理学部長沢 宏

古代文明の遺跡があふれ，巨大野菜が育ち，宇

宙人が降りて来るとさえ云われる，独特の文化を

持つメキシコ。 F員石だって沢山あるはずというわ

けで東大地球物理の松井さんと調査にでかけまし

た(文部省，海外学術調査，予備調査)。

P員石がなぜ多いかというと，国土の大部分が高

地て\空に近いからだというのです。ウソだと思

ったら論より証拠，メキシコ市の中央郵便局の隣

りの旧メキシコ国立大 (UNAM) キャンパス入口

の展示と，インスルへンテス・ノルテをちょっと

入った UNAM 地学部の Museo へ行ってごらんなさ

い(暴力靴磨きに注意)。すぐ，なっとくが行きま

すから。何しろ，数トンから 10 トン級の鉄関石が

ゴロゴロ，その上アエンデ\ヌエボメルクリオ等

。々文献派には，メキシコ大地質部の publ ication ,

Numero 50, LasMeteoritasMexicanos(1931)

が用意されています。

F員七探しのはじめは， まず，用意からです。第

一に， Moctezuma(スペイン人に滅された王様)

のタタリへの用意が肝要です。これにはキノホル

ムが一番ということになっています(日本製の抗

生物質はし、けません)。乗り物は，乗用車はもちろ

ん，ジープのような軽いのはだめで，大きくて重

いなるべく古いトラックに限ります(理由は写真

をごらんいただければ明白)。これで入れないとこ

ろはロパかニュールしかありません(素人でもの

れる)。あとは磁石とルーペ一一これがないともっ

ともらしくない。

陪石を手に入れるには，これとおは、しき町や村

の中央広場へ行き，ヒマそうな連中に Meteorita ，

Meteorita とくり返すことです。あとは辛抱，汗だ

らけの隙石が持ち込まれるのを待って値段を折り

合いさえすればよいのです。この手で， Nuevo

Mercurio , Allende 両傾石あわせて 100 ヶばかり

と Toluca 2kg を手に入れました。

大きな慣石は， 自分で見つけて堀らないといけ

ません。 1 ， 2 ， 3 ，沢山，右左だけのスペイン語では

だめで，地元の人の協力が必要です。傾石のあり

あまっている国では，手で拾って来れない大きい

のは誰も見向きしません。適当なのを見つけて，

来年度の本調査で堀って来る手はずを整えて未ま

した。

ところで，ここから太陽系の歴史が始まるとい

うアエンデ村ですが，アリゾナの如く暑いという

のはウソで，軽井沢に人と大きな木がなくて，サ

ソリとガラカラへビがし、ると思えば当らずとも遠

からずです。ちなみに，ヴァレ・デ・アエンデの

町?村?は，地上の歴史についても，この辺では

最も古い由緒あるところだそうです。

最後に，今回の調査で得た教訓を書きますと，

まず，第一に強盗に出合ったらすぐに現金を出し

命は出さないこと。方、ラカラへビやサソリより水

の方がこわいこと。昼食は，コーラだけで最低12

時間もたせる体力が必要なこと，以上です。

(ながさわ・ひろし)

9-



臼田宇宙空間観測所へ

8 月末と 9 月半ばに会計検査などで臼田宇宙空間観

iUi]所に行く機会がありました。ここにはいま，大型ア

ンテナが蛇立し， MS-T5 ・ PLANET-Aの運用を待っ

ており， 10月 31 日には開所式が行われる予定です。

このたび宿泊した清集館という旅館の奥さんが，あ

る地方誌に，次のような書き出しで，このアンテナの

ことを紹介してくれているのを嬉しく読ませてもらい

まし fこ。

<駅から 15キロ，この町に住んでいる私でさえ驚く

ような山奥の国有林，標高1450 メートルのところに「保

宇宙探査用大型アンテナ』は大きなお椀のような形を

してたっていた。固有キ木地籍だけあって，あたりはむ

せるような縁の山，よく晴れた空はあたかも海の色を

思わせて，その深い青色に染まることもなく存在する

真白なノ fラボラアンテナは，それだけで充分心打たれ

るものTごっ Tこ。

直径64m ・高き 70m ，かりにマンションに例えてみ

ると 30階建の高さ，このお椀の中に 1 升ビンのお酒を

あげ、るとなると，なんと 1 千万本いるとか，わが町の

造り酒屋さんの年間酒造量の約 2 年分がすっぽり入っ

てしまう・・・・ー〉

清集館に泊まるのは 3 度目でした。その最初はアン

テナ建設地をここに決定したときの昭和56年 9 月のこ

とでした。そのときは，山深し、地形のこんなところに

とてもつくれそうにもないと思われるは.かりでした。

2 度目はそのちょうど 1 年後の昭和57年 9 月で土地造

成工事が力強く始まったばかりの頃でした。そして，

3 度目カ、それから 2 年後のこのたびであったのですけ

れど，清集館に泊まるのは秋の風が吹きぬけるような

ときばかりのようです。

2 度目のときは，休暇をもらって信州に秋風を聞こ

うと小さな旅をしたついでに，工事めようすも見てお

こうと立ち寄ったものでした。(この旅は，ふとした

ことから若山牧水の明治43年の旅に誘われたものでし

た。明治43年は，言うまでもなくハレー慧星が出現し

た年で伊藤左千夫や斉藤茂吉には幾つかのハレー琴星

の歌がありますけれど，牧水はそんな騒ぎなど心にと

まらないような恋愛や生活上の苦悩から瓢然と家を出

て，山梨県から野辺山や臼田も通って小諸までの旅を

します。このときの歌は，翌年出版された歌集『路上』

におさめられていますけれど，秋風の琢;を幾つも含ん

でいます。)

そして，小さな旅のときの臼回の工事現場に吹きわ

たる秋の風についていささか感傷的な小文を書いたの

でしたけれど，その最後は次のようなものでした。

介ケ田 弘

くいま，大型アンテナのための工事が自につきます

けれど，一歩脇に入ってしまいますと，樹々とそれら

を吹きわたる風ばかりの山の中です。ここには格別に

目立つものがあるわけではありません。観光地でもな

ければ，あれこれの人たちが訪ねてきてくれるのでも

ないのです。けれども，私たちに見られるかどうかな

ど問題にしないで，前の年も前の前の年も同じように，

ただ自らの内部のためにのみ存在している自然のあり

ように，ひとあしごとに驚かされます。

空は青く澄み，私の耳を通りすぎていく風の，その

音は空の青きの中にいよいよ澄みとおっていきます。

私の足音と風の音ばかりの中をただひとりひそやかに

心満ち足りて歩きました。

その夜，ひとり静かに酒を飲み，鯉の料理を味わい

ました。佐久地方は鯉の料理で知られており，牧水に

も次のような歌があります。

f

白玉の菌にしみとおる 秋の夜の 酒はしづかに 飲むべかりけり

みすずかる 信濃の山 l二 山の国 海の魚なくて 鯉があるばかり

鯉こくに あらひにあきて 焼かせたる 鐙の味噌焼 うまかりにけり

なるほどに うまさこの鰹佐久の鯉ほどほどに喰1.1ば なほうまからむ

気持よく酒に酔い，早〈床についたのですけれど，

そのふとんの中の私の心に秋の風はいつまでも夢のよ

うに吹きやみませんでした。〉

2 年前の小文を読み返してみて， その感傷に恥か

しくなりますけれど，このたび，できあがったアンテ

ナを見上げておりますと，ここに至るまでには，事務

を担当する者にとっても，胃の痛くなるようなことが

幾度かあったことも思い起こされ， 2 年前よりもいっ

そうに感傷的になるのでした。そしてそうであればこ

そまた，ハレ 慧星探査の成功することを祈る気持の

切なるものもあったのです。

なお.<格別に目立つものもなければ.あれこれの

人たちが訪ねてきてくれるのでもない>という 2 年前

のことは変ってしまし\卓やオートバイや自転車など

でこのアンテナを見にくるひとも多いようです。多く

の人たちが訪ねてくれて.いろいろの形で宇宙科学研

究を応媛してくれることを願いつつ，同時にこの静か

な自然、が絡かなままでいてほしいとも思われるのです。

(宇宙研管理部長 たけだ・ひろし)
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「風のまにまに」と「小宇宙」は休

載させていただきました。 MS-T5の打

上げまであと 82 日( 10/15現在)一ー一手

品岡をひきしゲコて。(自引 II )
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